
バイオ実験機器部門

放射性同位元素実験部門

バイオ実験機器部門の研究支援内容

バイオ実験機器部門では、最先端（大型）
理化学機器を提供するとともに、受託解
析を実施しています。

・実験環境の整備

・各種実験装置の維持管理及び使用方
法の説明、指導
・実験方法のアドバイス及び技術指導
・実験方法等のワークショップ開催
・最新の機器や実験方法についての各
種セミナーの開催
・依頼サンプルの受付
・学生及び院生の実習

・受託業務（例）
・ DNAシークエンス
（年間2000サンプル以上）
・ DNAマイクロアレイ
（年間~50サンプル程度）
・セルソーティング・RNA分析
電顕サンプル作成・解析etc

部門長：徳永准教授（専任）
スタッフ：5人

部門長：青木教授（兼任）
スタッフ：4人

部門長：清野教授（兼任）
スタッフ：2人

RI部門業務
1. 放射性同位元素の維持管理
2. 施設の維持管理
3. 放射性同位元素取扱者の管

理（被ばく管理・健康管理・教
育訓練）

4. 法令（規程）の遵守
5. 研究活動の支援
6. 外部からの研究活動の支援、
外部への研究活動への支援
7.その他放射性同位元素等に
係る本学での業務に対応

近年、利用者は減少している
ものの、現在、RIを利用でき

る貴重な施設として適切に管
理されています。

ライフサイエンス支援センターは、本学の生命医科学研究を推進する実験施設です。バイオ実験機器部門、生物資源部門、放射線同位元素実験部門の3

部門から構成され、それぞれの部門を利用することで幅広い分野の生命医科学研究を実施できます。通常の研究室では設置が困難な最先端機器など
が揃っています。大学院生や教員の研究を支援センターの教職員が一丸となって応援しています。是非、ご利用ください。

Let's do biomedical research and contribute to Medical Progress!!!

生理や病態の分子メカニズムの解明
（遺伝子の発現量は？ タンパク質の発現量は？細胞の種類は？そのメカニズムは？）

ライフサイエンス支援センター Life Science Research Center

生物資源部門 病態の動物モデルの確立と個体レベルでの研究
（開設から30年：全面改修し、新たな施設としてスタートしました）

放射性同位元素の利用により生体内の物質を追跡可能（トレース）：創薬へ貢献

岩本
副センター長

細胞培養実験室
細胞レベルでの研究は、病

因の解明に不可欠です。細
胞を培養するための環境が
完備されています。

その細胞の系譜や性質は？
細胞の未分化度は？
細胞の分化度は？
その細胞を分取したい

セルソーター

その細胞の形は？
その組織は、どんな感じ？
可視光や蛍光での観察

最大１０ｘ１００＝１０００倍程
度まで拡大して観察

電子顕微鏡

そのタンパク質や核酸の濃度
は？目的の蛋白質の発現量は？

プレートリーダー

蛋白質（複合体）をさ
らに分離して解析

HPLC

化学発光検出装置

qPCR遺伝子の発現量の変化は？

特定蛋白質の発現量の変化を解析
（ウェスタンブロッティング）

ヒトやマウスの
組織も解析

（病理学的解析
には不可欠）

クリオスタット

SPFマウス飼育室
個別換気飼育室

強制水泳試験
Prepulse inhibition

T字迷路

発声解析装置

社会行動試験ケージ
(3 Chamber)

赤外線行動解析装置

Y字迷路

実験環境： 様々な動物実験を実施可能

小動物（マウスやラット）、中動物（ウサギ）、大動物（犬やサ
ル）などのさまざまな動物を飼育する環境が整っています。

＜生物資源部門棟施設一覧＞
[共用エリア]
飼育室 (マウス・ラット) 
中大動物飼育室
(ウサギ,モルモット,マーモセット,イヌ)
共通実験室 (マウス・ラット)
実験室 (行動試験)
手術室 (中大動物)
X線照射実験室
感染実験室
SPF飼育室
SPF実験室(保管室)
更衣室（1階、3階）

[管理エリア：変更箇所]
検疫室
洗浄室
滅菌保管室
パスルーム、燻蒸室、クリーンEV等を新設

ウサギ飼育室(

飼育環境

マーモセット（小さなサル）

X線照射実験室

感染実験室

滅菌保管室

乾燥室

高圧蒸気滅菌装置

軟水装置

高圧蒸気滅菌装置

滅菌保管室

洗浄室

洗浄・滅菌：
実験動物の飼育環境でもっと
も大事なことの一つは、清浄
度です。使用する器具や機材
を滅菌して、清潔に保管します。
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文京ｷｬﾝﾊﾟｽ登録講座等数

管理区域内利用時間数

【教育訓練（放射線安全講習会含む）実績数】

2019年度 2020年度 2021年度

実 施 回 数 （ 日 数 ） 66 53 27*

Ｒ Ｉ 実 験 部 門 受 講 者 数 51 42 55

の べ 受 講 者 数 755 831 807

【ＲＩ実験部門利用実績数】

2019年度 2020年度 2021年度

の べ 利 用 時 間 数 919 951 1008

の べ 立 入 者 数 * 269 272 252

Ｘ 線 照 射 装 置 利 用 時 間 数 124 35 45

共焦点顕微鏡

遠心機

さらに
拡大したい

セルアナライザー

その細胞を
分取したい

網羅的に遺伝子発現を解析

マイクロアレイ

個々の遺伝子の発現を解析もっと定
量的に

細胞から、小器官やタン
パク質、核酸を抽出して
解析（生化学実験）

放射状迷路

放射性同位元素実験部門は、非密封放射性同位元素（非密封ＲＩ）を使用するトレーサー実験・研究のための施設であり、非密封ＲＩを取り扱う為の設備・機器等
を管理・運営し、効率的な研究及び教育の発展に寄与し、支援することを目的として設置されています。また、本部門は福井県の大学の中で、唯一非密封ＲＩを
扱える研究施設となっております。

4階建てです。広い実験スペースも
確保されています。

RIの廃棄処理保管
冷蔵コールドロッカー

・年間ののべ利用者
300人-500人程度

・被ばく線量の管理
・RI教育訓練
・健康診断

600人-700人程度

動物実験は生命科学全般の進歩、
医療技術や医薬品開発に不可欠
な手段です。

科学的かつ倫理的に適正な動物
実験を推進するために、福井大学
の動物実験施設として生物資源部
門が設置され、各種実験動物の飼
養保管、飼育室や実験室の環境整
備、研究・教育を通じた研究支援
を行なっています。

生物資源部門の研究支援内容

・動物実験環境の整備
飼育環境の提供
小動物（マウス、ラット、etc）
1万匹・2000ケージ程度
中動物（うさぎ３０羽、etc）
大動物（マーモセット４頭、etc）

・受託業務
遺伝子改変動物の作成
精子・卵子の凍結保存
IVF・胚クリーニング
etc

・動物実験講習・実習

SPF室は、特定病原体が検出限

界以下のとても清浄度の高い
飼育環境です。フィルターを通
した空気と浄化した水を動物
に供給します。出入りする作業
者もきれいに。

SPF室では、免疫不全

マウスにヒト腫瘍を移
植したり、さまざまな
実験を実施することが
できます。

放射性物質の廃棄に
は、手続きと手間が必
要です。

放射性物質を紛失するこ
とが無いように保管にも
ルールがあります。

RI入り口の案内

液体シンチレーションカウンター
ゲルマニュウム半導体検出器

バイオ・イメージングアナライザー及
びフルオロイメージングアナライザー オートウェルガンマカウンター

放射線の種類に応じ
て異なる検出器を使
用します。

γ線などの測定

アイソトープを使ったオートラ
ジオグラフィ 環境中のγ線放出核種の測定

センター長： 青木耕史（薬理学分野教授）

副センター長： 岩本真幸（分子神経科学教授）

エアーシャワー

パスボックス

SPF更衣室

24時間ホーム
ケージ マイクロダイアリシス

蛍光実体顕微鏡・遺伝子導入装置

β線などの測定

蛍光顕微鏡 もっともっと

拡大して、微細に
観察したい

シーケンサ

遺伝子配列の解析

管理：RI部門

25部屋（増）
4 部屋 （減）

7 部屋
8 部屋（増）
1 部屋（減）
1 部屋
2 部屋
3 部屋
2 部屋（増）
2 部屋（増）

2 部屋（増）
2 部屋（減）
3 部屋


